
2010 8 No.MB305-B3年 月発行

発売元：

製造元：

351-0012 3-6-45営業本部 〒 埼玉県朝霞市栄町

TEL 048 461-0101 FAX 048 461-1177( ) ( )

MODEL VB-305B：

BOOT CLAMP TOOL

ンタッチ（オメガタイプ）ブー

ツクランプ用カシメツール。

近年増加している、ドライブシャフト

の樹脂ブーツに多く使用されていま

す。ラックブーツなどのクランプにも

使用できます。

適用

軽自動車～乗用車（国産、外車）の、

ドライブシャフトおよびステアリング

ラックブーツ用ワンタッチ（オメガタ

イプ）クランプ。

※一部ラックブーツなどで、カシメ部

（コの字部）の距離が長いもの、ま

たバンド幅の狭い物では、きれいに

カシメられないものがあります。

ワ厚板のブーツクランプでも スムーズで確実にカシメられます！●● 、

ニッパでは歯が立たない、ホンダ車などのフック掛けタイプで●●

は、フックを起こし取り外し用にも使用できます！

一部の引っ掛けタイプクランプにも使用できます！●●

◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆使用方法・取扱上の注意事項

< > ツールのセンターボルトネジ部には、モリブデンなどのグリスを切らさず塗布してください。インパクトレンチの使用は禁止。!
< > カシメ部内側が、密着した後も無理にセンターボルトを締め付けると、ツールが破損しクランプを傷め危険です。カシメ過ぎには、充!
分に注意してください。もしも、クランプに傷が入った時は、新品と交換してください。

< > カシメ中またはフックの引き起こし中、ツールにこじる様な力を加えると爪が破損します。爪は消耗品です、摩耗や破損の際は、補修!
部品と交換してください。

URL http://www hascotools co jp/. . .

カシメ方

カシメ部の根本に爪が当たるようセットし、セ

ンターボルトを締め付けます。一時的にバンド

、 、が浮き上がり 不安定になることがありますが

最終的に落ち着きます。カシメ部の内側が、密

着したら完了です （基準値は各車異なります。。

整備要領書要確認 ）。

爪の起こし方

片方の爪をカシメ部に、もう片方の爪をクラン

プのフックにかけます。クランプのフックが多

数ある時は、カシメ部に近い方から引き起こし

ます （遠い方を起こすと、次のフックに爪がセ。

ットできなくなる場合があります ）最後にマイ。

、 。ナスドライバーなどで 引き起こしてください

カシメ部上部も、丸まらず平ら

に押しつぶしますので、バネっ

てクリアランスが戻ることも少

なく確実です！

-11 本体

-02 爪Ａ -03 爪Ｂ

-14
センターボルト

-08 セットスクリュー

-07 座金

-06 キャップスクリュー

-05 ハンドル

ハンドルは、作業スペース

によって、後方または左右

のどちらに差しても使用で

きます。


